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【博士論文要旨】 
穆時英研究――モダニズム文学の中国における展開―― 
 
本論文では、中国におけるモダニズム文学の展開を探るために、「中国新感覚派」の主要な
作家である穆時英の作品を分析した。穆時英（１９１２－１９４０）は、文壇にあらわれた
当初はアウトローの俗語を駆使し、下層の生活や感情を語る作品を発表した。のちには日本
の新感覚派の影響を受けたとされる文体で、都市の恋愛や遊興を描写した。 
本論文では、穆時英が１９３０年から３２年にかけて発表した５作品を取り上げ、作品自
体の文体的・修辞的な特徴、人物形象、心理表象、および先行テクストとの比較を行うこと
で、そのモダニズム文学としての特色を明らかにし、作品の文化的・社会的・政治的背景と
なる近代性（モダニティ）の問題を探ることをめざした。 
第１章「穆時英におけるモダン都市の性愛と堀口大學」では、「南北極」（『小説月報』第２
２巻第１号、１９３２年１月）、と『被當作消遣品的男子』（良友図書印刷公司、１９３１年
１０月）に、日本の詩人堀口大学の作品の引用が見られることを指摘した。 
両作品には、男性性の危機と、都会的なモダン・ガールの形象が共通する。これらの作品
の主題はモダン都市における男性性の葛藤であると考えられる。 
第２章「穆時英「海に生きる人々」の典拠と表象」では、穆時英の中編小説「生活在海上
的人們」（海に生きる人々）（『南北極』初版、湖風書局、１９３２年１月）が、１９３０年
に浙江省の舟山群島六横島で起きた暴動に題材を得たものであることを明らかにした。 
地域の有力者への暴行と殺害、県長を包囲する場面は、報道をもとにして執筆されたもの
であると考えられる。穆時英は島民の暴力性と熱狂を詳述し、彼らの感情や行動の背景を仮
構することで、活力に満ちた民衆表象を作り出している。 
一方で、小説と資料には差異が見られる。小説では、指導者の理性と群衆の盲目性は、あ
る面では対比され、ある面では協働する。しかし、実際の六横暴動にそのような対比はみら
れない。また、小説では海難事故を契機とした網元と漁民の対立から暴動が起こる。しかし、
報道が伝えた六横暴動の原因は土地徴税政策であった。小説では、暴動の原因は島内の対立
に置き換えられ、暴動の主体は農民から漁民に置き換えられ、「海に生きる人々」の姿が前
景化されている。 
第３章「穆時英『空閑少佐』をめぐる虚実」では、中編小説『空閑少佐』（良友図書印刷公
司、１９３２年３月）を論じた。『空閑少佐』は第一次上海事変のさなかに起きた日本軍人
空閑昇少佐の自決を題材に、報道をもとにして書かれたことが指摘されている。空閑少佐や
中国軍人の形象は日本側報道を参照したうえで対抗を試みたものであるが、穆時英が参照
した日本側報道は、もとより軍国主義のイデオロギーによる虚構性の強いものであった。 
小説の空閑少佐は、軍部に存在を規定される空虚な存在として描かれるが、その形象は戦
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争と犠牲を賛美する表象が、実体としての個人の生を覆い隠していった実際の空閑事件の
ありようと同質であり、穆時英は日本軍の非人道性に迫っていたといえる。 
第４章「穆時英「片腕を切断された男」における反復表現と心理表象」では、都市の工場
労働者を主人公とした「斷了條胳膊的人」（片腕を切断された男）（『現代』第１巻第４期、
１９３２年８月）を論じた。特に、主人公の心理を描写する場面の反復および、事故の場面
の反復に着目した。作品のプロットの語りは、主人公の心的現実を経由したものであり、客
観的現実は後景に退く。そこで表現されているのは、主人公の産業社会に対する心理的な不
調和や違和感、あるいはそれが生み出す不安と脅迫観念である。 
「結論」では、「南北極」をはじめとする初期の作品ではモダン都市に対する感情がモダ
ン・ガールへの嫌悪を媒介として表現されているが、『被當作消遣品的男子』以降の作品で、
都市に対する感情は形を変えて表現されていると論じた。 
穆時英のいくつかの作品は報道をもとに書かれており、そこで穆時英は表象による真実の
暴露を試み、近代化に揺れる時代相を捉えようとしている。また、心理表象を前景化させた
作品では、工場や軍隊、革命運動など近代的な機構が人を馴致に追い込むさまを描いている。 
穆時英は中国におけるモダニティの分裂や破綻を作品に描くことで、時代相に対する分析
を試み、独自のモダニズムを試みている。モダニティが分裂し変容を余儀なくされた時代の、
社会的・政治的な危機を表象するために、文体的あるいは形式的な異化によって、新たな文
学を開拓した穆時英の１９３０－３２年の試みは、西洋や日本のモダニズムと相通ずるも
のであるように思われる。 
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論  文  名 穆時英研究 ── モダニズム文学の中国における展開 ── 
本論文は、「序論」、本論 4章、「結論」から成る。 
「序論」は、「穆時英の略歴」「文学史における「モダニズム」と「新感覚派」」「穆時英に関する先
行研究」「本論文の目的および方法」の 4節に分かれ、本論に必要な文学史・研究史上の事項を述べ、
その上で論文の目的を「穆時英作品のモダニズム文学としての特色を明らかにし、その文化的・社会
的・政治的背景と近代性（モダニティ）の問題を探ること」とする。 
本論第 1章「穆時英におけるモダン都市の性愛と堀口大學」は、穆時英の初期作品「南北極」と「被
當作消遣品的男子」（暇つぶしにされた男）の双方が、堀口大学の詩をほぼそのままに織り込む点に
着目し、堀口詩の受容が、穆時英における文体と女性観の転換を先導する役割を果たしたことを、ジ
ェンダー論の手法を援用しつつ、論じる。 
第 2章「穆時英「海に生きる人々」の典拠と表象」は、この小説が、1930年に浙江省の舟山群島六
横島で起きた暴動事件に題材を得たものであることを、まず指摘する。ついで当時の新聞報道や 1980
年代に中共舟山地委党史資料徴集辨公室が編纂した『舟山革命斗争史資料』と詳細に比較し、当該小
説が、左翼作家とは異なる設定・叙述・文体で、時代相や地域性を表象しようとしたものであること
を明らかにする。 
第 3章「穆時英『空閑少佐』をめぐる虚実」も、この小説が、1932年第一次上海事変での日本軍将
校自決事件に取材していることを踏まえる。自決事件は、当時の新聞報道の段階ですでに種々の虚構
を孕み、日本では「生キテ虜囚ノ辱メヲ受ケズ」という風潮の一因となる。論文は、穆時英が当時の
日本語、中国語、英語の報道を参照しつつ、メディアや国家・軍隊等の近代的制度によって「空閑」
の姓そのままに実体を空虚化される人間を描いていることを、示す。 
第 4章「穆時英「片腕を切断された男」における反復表現と心理表象」は、煉瓦工場の若い労働者
が機械に片腕を切断され、困窮の中で妻に去られ、幼い一人息子を病死させるという小説の、執拗な
反復表現と心理描写に注目する。知覚動詞「瞧見」（見る）に接続する場面が客観的現実かそうでな
いのか判断のつかない文体は、主人公の不調和感、不安、脅迫観念を伝え、彼は無個性無感覚な煉瓦
の如き存在となる。プロットや知覚動詞の運用は、葉山嘉樹「セメント樽の中の手紙」を連想させ、
モダニズムとプロレタリア文学の近接性を示唆する、と論じる。 
「結論」では、本論で論じた 5 篇を、「都市に対する感情」「心的現実の表現と人の物象化」等の 5
観点から、再度縦断的に観望する。穆時英の試みは、モダニティが分裂し変容する時代の危機を表象
するために、文体的形式的異化によって拓かれたものと結論づけ、西洋・日本のモダニズムとの通底
を指摘する。「モダニズム」概念の吟味に不足は残るものの、穆時英を始めとする中国モダニズム文
学研究に新たな可能性を拓き、斯学の発展に寄与している。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
